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　森　勝久 

　　プロフィール

　　○診療科　　　泌尿器科

　　○趣味・特技　映画鑑賞・すぐ寝られること

　　○ひとこと　　この度、国立病院機構都城病院から赴任して参りました森です。
　　　　　　　　　少しでも小林の皆様のお役に立てる様日々努力して参る所存です。
　　　　　　　　　長いお付き合いになると思います。よろしくお願い申し上げます。

-　５　-

　川越　真理 

　　プロフィール

　　○診療科　　　泌尿器科

　　○趣味・特技　バレーボール・地図を見ながら京都で道に迷う

　　○ひとこと　　鹿児島大学出身です。
                           専門は小児泌尿器科で、停留精巣や水腎症などの手術をしてきました。
                           四半生紀ぶりに小林に帰ってきて、地域医療のために何か役に立てる
                           ことがあればいいなと思っています。

　鶴田　祐介 

　　プロフィール

　　○診療科　　　消化器外科・腫瘍外科

　　○趣味・特技　サッカー・スポーツ観戦

　　○ひとこと　　初めまして、外科２年目の鶴田です。７月より３ヶ月、小林市立病院で
　　　　　　　　　勤務させて頂く予定となっています。
　　　　　　　　　小林は自然もあり、食事も美味しく小林での生活も満喫しているところ
　　　　　　　　　です。短い時間ですが、よろしくお願いします。

　初秋の候、まだまだ暑い日が続いておりますが、皆

様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び

申し上げます。当院運営に対し日頃より多大なご理

解、ご協力を賜り、深く感謝申し上げます。

　昨年4月に当院の看護部長を拝命し、早や1年6ヶ

月が経過しました。

  当院の看護は、「優しい心と笑顔で安全な質の高い

看護に責任を持って提供し地域医療に貢献する」とい

う理念を掲げ取り組んでいます。職員一人ひとりが患

者様と寄り添える看護を目指し、質の高い看護を継続

的に追求する姿勢で日々の看護を実践しています。
　看護部門は看護師・看護補助者等合わせて約120

名で、病院職員の約64％を占めています。昨年5月

に待望の認定看護師（感染管理）が誕生しました。

　宮崎県看護協会のネットワーク研修や各医療機関の

研修企画に講師として声をかけていただきありがとう

ございます。

　昨年6月に回復期リハビリテーション病棟を開設し

ました。1年間の入棟者数は167名で在宅復帰率は

72.9％でした。退院調整の際には、地域包括セン

ター、担当ケアマネジャー、行政（福祉課）や福祉用

具事業者の方々にはご尽力いただき感謝致しておりま

す。

　各病棟には医師、看護師だけでなく薬剤師、管理栄

養士、リハビリスタッフ、病棟事務クラーク、医療事

務などの職種が配置され回診、カンファレンス等で情

報交換、情報共有を行い、患者様の治療、看護等に

チームで医療にあたっています。

　看護部では地域医療支援病院として各医療機関や関

係機関の連携強化のために、地域連携室に看護師長を

出向させております。

　また、今年4月には、初めての試みとして医事室に

看護師長を医事係長として出向させ、看護部と医療技

術部等との連携強化や経営強化に繋がるように取り組

んでいます。

　まだまだ不十分な点が多々あると思いますが、皆様

方からご意見ご要望をお聞かせいただき、業務改善に

取り組んでいきますので今後ともよろしくお願い申し

上げます。

                                         看護部長　福澤　里美
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　2014年4月1日より当院管理栄養士は4名体制になりました。目的は高齢化した患者さん

の栄養状態の改善や悪化の予防です。その為に①治療食の適正化、②入院時早期栄養サポー

ト介入、③栄養指導の充実を心がけています。

　現在、日本の医療機関には骨格筋量の少なく、多数疾患をお持ちの患者さんが多く受診し

ています。1990年代以前は骨格筋が十分にある若い患者さんが受診していた為、数日間の

絶食、低カロリーの点滴で回復していました。しかし、今の患者さんは骨格筋が少なく、多

数疾患があり、嚥下機能、免疫等も低下傾向を示しているため、厨房から提供される食事だ

けでは十分な栄養管理ができません。また、これまでの管理栄養士の仕事は給食室で献立を

立て、調理指示を出すというものでしたが、この業務は給食会社の参入によりその8割を委

託することが可能となりました。

　従って管理栄養士は患者さんの栄養管理をしなければなりません。海外の管理栄養士は病

棟に常駐し、アディポメーターでの栄養アセスメント、食事変更、経腸栄養の計画、絶食患

者の栄養ケアは普通に行われています。管理栄養士が厨房に常駐しているのは日本だけで

す。

　やっと日本も患者さんの栄養状態を回復または悪化の予防をしようという動きになりまし

た。栄養状態の回復はお薬の効果を十分に発揮できるようにします。また栄養状態を保つに

は筋肉量も重要です。筋肉アップには栄養のみならずリハビリが重要です。最近の研究では

リハビリのみに力を注ぐ病院では、骨格筋が消費され低栄養患者を作り出しているという報

告もあります。しかし、当院ではリハビリと栄養管理の両方を充実させ低栄養に陥らないよ

うに栄養サポートをしております。

　栄養指導では従来の食品摂取禁止指導ではなく、どうやったら食べることができるかを患

者さんと一緒に考えていくスタイルにしています。

　このような栄養サポートで今後も患者さんのケアに貢献したいと考えております。

　２０１４年５月の１ヶ月間小林市立病院で地域医療の研修をさせていただきまし

た、鹿児島大学病院初期研修医２年目の野口千彰と申します。

　１ヶ月という短い期間であったため、来る前に何を目標にすべきかを考えてから来

ました。そこで手技をたくさんさせていただきたいと思い、来た当初に先生方全員の

前でそれをお願いした所、中心静脈確保、縫合、胸腔穿刺、腹腔穿刺、挿管、心エ

コー、腹部エコーといった、将来どの科にいってもやることになりうる手技を私が希

望していた通りに何回も経験することができました。また、上部消化管内視鏡を外科

の先生方がやるたびにわざわざ呼んでいただき、まったくの初心者だった私に丁寧に

指導していただきました。私の好きな外来診療を小林市立病院とその他に行く機会の

あった診療所でできたことも楽しかったです。大学病院と地方の小～中規模病院、診

療所とに課せられた役割はそれぞれ異なっているため、自分の将来のためにもここで

は大学病院では経験できないことを経験したいと思っていました。例えば、大学では

合併症が多かったり経過の長い患者さん、rare diseasesの患者さんが多数を占める物

ですが、市立病院では疾患は心不全、肺炎といったcommon diseasesやterminalの

患者さん、シンプルな疾患の患者さんが多い、診療所では慢性期や定期受診の患者さ

んが多い、といった差が分かりました。初期研修ではかたよらずまんべんなく見たい

と私は思っておりましたため、その面でも有意義な研修ができました。

　指導してくださった先生方やコメディカルの方々、受け入れ対応の事務の方々もと

ても親切にしてくださり１ヶ月間楽しく過ごす事が出来ました。地域医療を支えなけ

ればならないと熱心に活動している市民のみなさんとお知り合いになり医療とは万人

に必要とされているものであり、その地域に住む人の安心の源となる重要な役割が課

せられていることが分かりました。また、高原町に行った時に見た鮮やかな新緑の美

しさは今も目に焼き付いています。

　１ヶ月間お世話になりました。またご縁がございましたらその時はどうぞよろしく

お願いいたします。


